
別紙様式２

【基本事項】

136

会計

10 款 5 項

2 目 2 細目

5 章

3 節

2 項

【事業目的】

【事業内容】

【事業コスト】

単位

千円

日

日

千円

千円

千円

千円

千円

千円

事業評価シート

管理番号 事業名 秋山スキー大会 評価時期 25年7月

№30

担当課 教育課 担当名 生涯学習生涯スポーツ担当　

事業期間 □単年度　■単年度繰返（戦前～）　□期間限定（　　　年度～Ｈ　　年度）

根拠法令 なし 町条例・要綱等 なし

予算
科目

一般会計

科目
教育費 社会体育費

保健体育費 社会体育事業費

総合計画の
位置づけ
(前期基本計

画)

「心豊かな人と文化を育むまち」づくり

生涯スポーツの充実

競技スポーツの振興

対　象
（誰、何を）

　山形県内の小（小3～）中高生及び一般を対象にしたクロスカントリースキー競技

意　図
（事業の狙
い）

　当町のスキー振興及び競技力向上、交流人口の拡大

見直しの履歴

実施内容
山形県スキー連盟公認のクロスカントリースキー競技
個人競技・リレー競技（第72回大会参加：小学生206名、中学生49名、高校・一般
6名、男子ﾘﾚｰ15ﾁｰﾑ、女子ﾘﾚｰ14ﾁｰﾑ）

区　分 Ｈ20決算 Ｈ21決算 Ｈ22決算 Ｈ23決算 Ｈ24決算

費
用

   事業費合計 823 671 1,281 1,058

費用合計

1,085

人
件
費

主担当職員

その他職員

その他

823 671 1,281 1,058 1,085

財
源

特
財

国・県補助金

地方債

その他財源

一般財源 823 671 1,281 1,058 1,085

コストの
増減理由

　消耗品等の増による



別紙様式２

事業評価シート

【項目別評価】（Ａ高～Ｄ低）

A A A

【総合評価と改善計画】

ランク

【外部評価と評価委員意見】

妥当性
（行うことは適当か）

効率性
(削減余地がないか)

有効性
(成果が向上しているか)

当初の目的を達成している
事業費を節減する余地が
ある

上位施策にあまり貢献して
いない

住民ニーズが低下、または
サービス過剰

従事人数を節減する余地
がある

対象を見直す余地がある

国・県事業と重複 事務改善の余地がある
成果向上のために事業内容
を見直す余地がある

民間と競合している
町民負担を見直す余地が
ある

継続実施しても成果向上の
余地がない

理由 理由 理由

　歴史ある大会で、県内スポ少や
中学校・高校スキー部の参加があ
り、町のスポーツ振興と交流人口
拡大に貢献している。

　競技役員の高齢化が否めず、
若年層の役員確保が急務となっ
ている。また、山形もがみ国体時
よりも役員スキルが落ちている。

　冬季スポーツの拡大と競技力向
上、さらには町の冬季一大イベン
トとして定着している。

Ａ:計画どおり事業推進が適当　　　　Ｂ:事業の進め方に改善が必要
Ｃ:事業規模、内容等の見直しが必要　Ｄ:事業の統合、休・廃止が必要

総合評価
　全国的にも歴史の長い大会で、県内各地からの参加者があり競技力の
向上に寄与している。応援者を含めれば1,000人以上の集客を可能にして
いる事業であり、継続開催していくべきである。 A

町民・議会等の
要望・時期等

今後の方向性 □廃止　□休止　□終了　□統合　■継続　□一部見直し　→ 見直しの方向性

改善計画
　より安定的・継続的に開催する為に、スキー経験者や若
年層の役員を確保する。併せて、大会を通して町内の優秀
選手の育成を図りたい。

減
↑

費
用
↓

増

外部評価 外部評価委員意見

A   全国的にも歴史の長い冬季イベントであるため、今後とも継続していく必要がある。

　　縮小 ← 成果 → 拡大


